 簡易放射線量測定器（Radi　PA-1000）の使用について 
≪測定する前に、必ずお読みください。≫
（注）この測定器は、空間放射線量（単位：マイクロシーベルト）を測定するものです。食品等の放射性物質濃度（単位：ベクレル）は測定できません。

１．使用上の注意

●測定器は、次の事項に留意し、丁寧に取り扱いしてください。
　　①落下させない。

　　②水（雨水）に浸けない。

　　③火に近づけない。

　　④強い電波を放射する機器類（携帯電話、電子レンジ、テレビ等）の近くでは使用しない。誤動作する場合があります。

　　⑤汚れ、汚染防止のため、ビニール袋に入れたまま使用する。

　　⑥先のとがったものでボタン等を押さない。
２．測定器の操作

	①電源ボタンをピッとブザー音が出るまで
長押してください（0.5秒間長押し）。
	②数字35が表示され、１秒ごとに数字が１ずつ減ります（測定の準備中）。
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	③電源ＯＮ後、35秒以降は放射線量の指
示値を表示します。（測定中）
	④もう一度、電源ボタンを押すと、電源が切れます。（測定終了）
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３．測定方法と測定結果の報告
（１）測定器の表示は、マイクロシーベルト毎時（μSv/h）の単位で、６０秒の放射線量の積算値から値を計算しています。電源を入れた際や測定場所を移動した際には、60秒間待ってから数時を読み取ってください。
（２）地表からの測定高さが被ばくによる人体への影響の目安となります。
①地表1ｍの高さでは、大人への影響の目安
②地表50ｃｍの高さでは、子どもへの影響の目安
③地表5ｃｍは、土壌への放射性物質の蓄積量の指標
（３）同様な状態で測定するため、測定器は前方に向け、なるべく体から離して、地面と平行して測定してください。
（４）測定は、地表から5ｃｍ、50ｃｍ、１ｍのいずれかの地点で行い、貸出時に配布した測定結果報告書に記入し、測定器の返却時に提出してください。
なお、測定結果については、資料として使用する場合がありますので、ご了承ください。

	



４．測定のポイント
（１）敷地内の雨水、泥土等が集まる所及びその出口（雨樋、側溝、雨水桝等）。
（２）植物及びその根元（庭木の葉、根元等）。
（３）よく通る場所や長い時間滞在するような場所（玄関、寝室等）。
５．測定値の見方
測定値は、１時間あたりの空間放射線量です。Svは、「シーベルト」と読み、放射線によってどれだけ影響があるかを表す単位です。μ（マイクロ）は、100万分の1を意味し、1Sv（シーベルト）＝1,000ｍSv（ミリシーベルト）＝1,000,000μSv（マイクロシーベルト）となります。
水が流れずに泥等が溜まりやすい場所などでは、局所的に比較的高い放射線量が測定される場合がありますが、長時間滞在しなければ問題ありません。
【問い合わせ先】釜石市役所市民生活部環境課　℡0193-27-8453
電源ボタンを長押し。





電源ＯＮ





数字35が表示され、1ずつ数字が減る。





準備中





35秒後から放射線量が表示。1分間待って読取る。





測定開始





電源ボタンを押す。





電源OFF





1ｍの高さでは、大人への影響の目安


50ｃｍの高さでは、子どもへの影響の目安


5ｃｍは、土壌への放射性物質の蓄積量の指標








